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(５) 相手のニーズに答えて、そして喜んで頂くには・・・ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               《ポジティブな行動》 
 
 
 
 
 
 
                            《ネガティブな行動》 
 
 
 
 
 

相手は事前に期待している 
         ■相手から信頼を得る人の共通点■ 

元気・明るい・表情豊か・丁寧・一生懸命・記憶力 
スピード・情報力・アイデアマン・聴き上手・報告上手 等 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

期待通り 
※理由あり 

 普 通 期待はずれ 
※理由あり 

満 足 
信頼関係が 
結べた！ 

そこそこ 
可もなく 
不可もなく 

不 満 足 
不安・不信感 
が増した！ 

こちらから

もアプロー

チ（シナジー

効果） 

人が口コミ

で紹介。リ

ピーターの

存在が効果

大になる。 

要求・問い合わ

せの背景を読む 
報告/連絡/相談 
 
チームプレーが 
信頼の道を作る 
 
誰でも同じ対応

ができる 

不満足の声

をヒントに

換えていく 

前例が無い

と、思考回路

をストップ 
 
悪いレッテ

ルが伝わる 

何
に
満
足
頂
い
た
か
？
を
次
の
対
応
に
活
か
す
と
相
手
の
心
を
よ
り
捕
ら
え
る
こ
と
に
な
る 

そ
の
業
界
で
の
常
識
は
、
今
や
非
常
識
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
・
発
想
の
転
換
で
い
こ
う 
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(６) 人にはそれぞれストーリーがあります。相手への思い遣りを表現してこそ、相手

に伝わります。より良いコミュニケーションとは、相手と共有できる心です。 

    顧客から「個客」の時代へ・・・ 

 

 

                                    北海道のイメージ  

                    と言われてきた・・現在は？ 

 

 

  ■人間が持つ６つの心理・感情を紹介します。 
  （＋）満足の声  （－）不満の声 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
３～６秒で   素顔が笑顔   おもてなしの基本 相手との共有   目に入る言葉 
決まる 

①          《気持ち良く歓迎してもらいたい心理》 
 （＋）丁寧だし、一生懸命な対応で、イメージ通りの町。行くのが楽しみ。 
 （－）対応が事務的で、素っ気無く、元気も無いし、自信が無い感じが伝わる。 
②          《自分に関わってほしい、聴いてほしい心理》 
 （＋）忙しそうなのに、最後まで答えてくれた、なんかワクワクしてきた。 
 （－）一人に長々の対応で、待っている方に気遣いが無いから、違う町に・・・ 
③          《人よりも優越を感じたいし、ほめてもらいたい心理》 
 （＋）以前会ったこと、利用したこと、覚えていてくれた。 
 （－）一方的に説明ばかり、知っていることも・・・・。 
④          《人と同じことで安心したい心理》 
 （＋）私も世間のブームにのれた。友人に是非、教えてあげよう。 
 （－）「この時期はやってません、ありません、わかりません」って断られた・・ 
⑤          《得をしたい心理》 
 （＋）想像以上の情報で得した、値段以上の体験で得した、北海道で良かった。 
 （－）愛想は無いし、だからこそ高く感じたし、味も普通だし、次は絶対無い。 
⑥          《自分の価値基準で考えたい心理》 
 （＋）こちらの意向が実現して良かった。 
 （－）サービスする側の都合で何にも楽しくなかった、これってお客様第一主義？？

自然は一流 
施設は二流 
サービスは三流？四流？ 

挨拶 表情 言葉遣い身嗜み 態度 
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【資料 1】

Ｈ１９～Ｈ２０ ～Ｈ１６ Ｈ１７～Ｈ１８ 

団塊の世代層 

（拡大） 
移住・

定住 

希望者

北海道 

ファン 

(観光) 

田 舎 暮

ら し 希

望者 

移住・交流観光 

北の大地への移住促進事業 

（主に団塊の世代層をターゲット）

 

北の大地への交流・定住促進事業 

（幅広い世代層に拡大） 

○ 団塊世代の大量退職 

○ 田舎暮らしブーム 

○ 全国各地での移住・定住施策 

○ シーズンステイ・ロングステイ 

移住スタイルの多様化 

２００７年（団塊世代の退職本格化）

首
都
圏
等
１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト

助走 スタートダッシュ（集中・取り組み） ステップアップ（拡大）

北海道移住促進協議会 
※加入市町村の拡大（現在：79 市町村） 

「住んでみたい北海道」 

推進会議 

「住んでみたい北海道」 

推進会議（組織拡大） 

会員数 344（特別：55 一般:210 市町村 79）

全面改組 

北海道の移住・交流施策の概要 

移住・交流・定住人口の増加 

ビジネスチャンス拡大！

市町村 

「民・官」協働 

北
海
道 

 
移住ビジネス 

創出 

○道外への情報発信 

・首都圏等各種プロモーション 

北海道暮らしフェア（東京・大阪・名古屋） 

各種イベント・相談会等 

 パンフレット、リーフレット作成 

○受入体制の整備 

・地域における受入体制整備 

・移住ワンストップ窓口（登録市町村）拡大 

 （H20 年 6月：113 市町村） 

・パートナーエリア設定（８エリア） 
（厚沢部町及び奥尻町、厚真町及び安平町 

伊達市及び洞爺湖町、函館市、滝川市、当別町

清里町、釧路広域圏） 

・各種フォーラム・説明会開催 

・移住・交流セミナーin北海道開催 

・移住ビジネス創出への環境整備 

○全国レベルでの対応 

・移住・交流推進機構(JOIN) 

（全国２９道県加入） 

・他府県との連携など  
地域の元気 

まちの活性化 

○道外への情報発信 

・移住専用ホームページの開設 

・首都圏等各種プロモーション 

北海道暮らしフェア（東京・大阪）

各種イベント・相談会等 

パンフレット作成 

○受入体制の整備 

・移住ワンストップ窓口（登録市町

村）の設置（H17 年当初：14 市町村）

・受け入れチェックポイント作成 

・市町村支援 

・メールマガジンの発行 

・各種フォーラム・説明会開催  

○移住ビジネス創出のための実証 

実験の実施 

   Ｈ１９ 616 名 13,346 日  
体験移住「ちょっと暮らし」

 Ｈ１８ 417 名 8,477 日



【平成２０年度】交流・定住促進に向けたパートナーエリアについて 

 

    広域的連携や多様な主体の参画が新たな移住交流ビジネスの創

出やより魅力的な情報発信を可能とすることから、そうした地域内外の連携による取組・活動につい

て、道として重点的に応援していく地域を「パートナーエリア」として位置づけ、地域の魅力ある受

入体制づくりを進めます。 

 

 

 

【Ｈ２０年度新規選定エリア】 

■厚沢部・奥尻エリア：海と山の素敵な過疎づくり～２町連携による移住交流人口拡大に向けて 

[概要] ２町のそれぞれの地域資源を活かした魅力あるコンテンツの連携やスキルバンク構築を試行
する「ちょっと暮らし＆ちょっとワーク」ツアーの実施など、移住・交流者の多様なニーズに応える受
入体制づくりにより移住・交流人口の拡大を図る。 

 

■厚真・安平エリア：２町の連携による移住促進事業の効果拡大 

[概要] 移住体験「ちょっと暮らし」や移住体験メニュー・ツアーの共同開催など、移住体験事業にお
いて、両町の協力体制を確立し、移住に関する取組の先進的地域としての知名度アップ、移住促進によ
る両町の活性化を図る。 

 

■伊達・洞爺湖エリア：官民一体の新しい交流・定住促進ビジネス促進事業 

[概要] 今冬に「移住体験パックプラン（仮称）」の募集を予定するとともに、本格的な民間移住体験
事業（来夏予定）に向け、民間事業者が主体となった体験事業を構築、募集、実施する。また、エリア
で「民間事業として継続できる、地域に広がりを持つ滞在事業」の構築を目指した取組を行う。 

 

【Ｈ１９年度からの継続エリア】 

■函館・鹿部・森エリア：地域コンシェルジュ及び連携による魅力あるコンテンツの構築 

[概要] エリアへの交流・定住のさらなる促進を図るため、「医」「食」「住」「遊」などの暮らしに関連
するコンテンツを構築し、移住希望者や「ちょっと暮らし」体験者に対してサービスを提供、その新た
な移住ビジネス化の可能性を探るとともに、受け入れに関する地域コミュニティの形成を図る。 

 

■滝川・増毛エリア：企業連携による移住者向けロングステイパッケージ商品開発とツアー実施 

[概要] 多様な業種の連携によって、移住希望者向けロングステイパッケージ商品を開発し、さらに両
町の観光・体験メニューを組み込んだ、魅力ある「たきかわ暮らしモニターツアー」を実施し、ビジネ
ス化の可能性を探る。 

 

■当別・新篠津エリア：官民連携による移住受入体制の構築及び移住交流ビジネスの創出 

[概要] エリアにおける官と民が一体となった受入体制を構築し、それぞれが持っている「強み」を活
かした魅力ある「おためし暮らし」や「体験プログラム」など、新たなコンテンツの開発とともに、民
間ビジネスの研究、創出を図る。 

 

■東オホーツクエリア（清里・大空エリア）：市町村の連携による移住交流ビジネスの創出  

[概要] 移住希望者の多様なニーズに対応するため、民間団体や異業種による協働により、エリアでの
ネットワーク構築、地域特性を活かした地域・民間の連携による魅力あるコンテンツづくり（お試しハ
ウスによる受け入れなど）と民間ビジネスの研究・創出を行う。 

 

■釧路広域圏：釧路圏長期滞在モデル事業 

[概要] 夏季冷涼な釧路地域の特性を生かした「避暑地くしろ」のブランドイメージを全国に発信する
ことにより、団塊世代層などの季節移住、二地域居住を促進する。圏域自治体と民間事業者がタイアッ
プすることで、着地型観光情報・滞在施設情報の提供など新たな市場を開拓する。 

 

 

選定したパートナーエリアの取組・活動について、道が作成す

るパンフレット等によるＰＲや首都圏等でのプロモーションなどを積極的に行うとともに、国や他の機

関等が実施する事業などとの連携を図るなどの支援を行い、地域としての交流・定住促進を図っていき

ます。 

パートナーエリアとは 

選定したエリアの概要 

道の支援 

【資料 2】



資料

84件 171名 3,566日

63件 126名 2,863日 36%

570件 1,204名 25,389日

23件 42名 1,306日
18件 38名 647日
24件 51名 748日
0件 0名 0日
1件 2名 56日
6件 12名 176日
4件 11名 94日
8件 15名 539日

11,100日

（6月末時点7月以降）（6月末時点7月以降）

39%

31%

51%

125件

○Ｈ19予約状況 ○Ｈ20予約状況

7,337日

174件

25%2,863日 3,566日

289名 380名

33%

171名

63件 84件

           体験移住「ちょっと暮らし」実績

(4～6月） (4～6月）

○Ｈ20実績○平成20年度第1四半期の実績【H20.4.1～H20.6.30】

四国
九州・沖縄

東北

道内
その他

○Ｈ19実績

３０市町村
※登録市町村（１１３市町村）のうち５４市町村で実施

126名

　累計実績【H18.4.1～H20.6.30】
※登録市町村（１００市町村）のうち４１市町村で実施

　【参考】平成19年度同期の実績

２５市町村

中京圏

53市町村

※Ｈ20年度第1四半期実績内訳

関西圏
首都圏

※登録市町村（１１３市町村）のうち６２市町村で実施

首都圏九州・沖縄
道内 その他

9%

H20年度（4月～6月）ちょっと暮らし実績

10,000日

15,000日

8,471日

13,346日
14,666日滞在日数の推移

◎実施上位１０市町村（人数及び滞在日数実績）
順位 人数 滞在日数
1 19 名 305 日
2 15 名 661 日
3 14 名 154 日
4 12 名 244 日
5 10 名 430 日
6 9 名 143 日
7 8 名 178 日
7 8 名 77 日
9 6 名 112 日
9 6 名 32 日
9 6 名 164 日
9 6 名 85 日

○３大都市圏の比較（H19とH20）※いずれも4～6月の実績

上士幌町

東川町
新ひだか町

新冠町
鹿追町
更別村
南幌町

紋別市
浦河町

市町村
中標津町
伊達市
当別町

事 含

   ントしていない。

◆滞在日数については、延べ日数。

（集計の前提条件）

◆登録市町村としてのワンストップ窓口設置以降について

 　カウント

◆H20.6月末で区切りH20.7月以降の日数についてはカウ

25%

関西圏
22%

中京圏
30%

四国
1%

九州 沖縄
7% 6% 9%

実績（６月末）と予約状況（７月以降）
をあわせると

258件 551名 14,666日
となり、Ｈ19年度の実績13,346日
を既に上回る！！

0名

10名

20名

30名

40名

50名

60名

首都圏 関西圏 中京圏

48

22
13

42
38

51

H19

H20

0日

5,000日

◆Ｈ１８年度◆Ｈ１９年度◆Ｈ２０年度

●中京圏が前年度同期の約４倍！
首都圏を超える51名の実績！

●昨年度１年間の実績（４９名）を
月 既 上 る◆市町村の単独事業を含む。

   未定のものについてはカウントしない。

◆人数について不明（件数のみの記載）のもの、期間等が
３ヶ月で既に上回る！


